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■基本目標４ 

 市民参加による協働のまちづくり 



現状と課題

成果指標

［成果指標の現状値・将来目標値について］

1

2

地域コミュニティ基盤の充実基本計画32

基本目標４ 市民参加による協働のまちづくり

現状値は、平成29.4.1。

現状値 将来目標値

82.3%

指標名及び説明

町内会加入率

2
住民センターなどのコミュニティ施設の
満足度

　少子高齢化や核家族化の進行などにより、地域における市民相互の交流や連帯感が弱まっ
ている傾向にあり、地域連帯意識の高揚が求められています。
　地域連帯意識の高揚を図り、良好な地域コミュニティの形成を図るため、多世代間交流を
推進する必要があります。
　そのため、地域コミュニティの基礎となる町内会等への加入を促進するとともに、地域交
流の場となる住民施設や町内会館などの適切な管理と活用を図っていかなければなりませ
ん。
　さらに、町会連合会と町内会の活発な活動を促し、地域の主体的な自治活動の促進を図る
ことが必要です。

現状値は、市民意識調査結果に基づく満足度。

60.3%

■地域交流関連の公共施設

№

1
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主要施策

1 町内会等への加入促進
①

2 コミュニティ施設の適切な管理
①

②

3 地域課題の解決に向けた自主的活動の促進
①

②

4 地域コミュニティ活動の推進
①

②

③

④

表・図、補足説明など

世代を越えた年齢層の交流を促進し、世代間連携意識の高揚に努めます。

職員の地域担当制を効果的に活用し、町内会地区連絡協議会や町内会活動への自
主的参加を促し、市民との信頼関係を築き、市民に対する行政情報の説明と市民
からの情報収集に努めます。

町内会が行う各種事業のうち、自主的な活動に資すると認められる事業に対し、
町内会活動活性化交付金などの支援を行い、地域のコミュニティ活動の推進に努
めます。

地域の自主的な町内会活動やボランティア活動など、幅広い地域コミュニティ活
動に対し、情報提供や相談など側面的な支援を行います。

町内会要望などを通じて、地域課題の共有化を図るとともに、地域の提案を市政
運営に反映できるよう努めます。

地域コミュニティ相互の交流や情報の交換に努め、より広がりのある活動を推進
するため、町内会地区連絡協議会活動の推進に努めます。

良好な地域コミュニティの形成と市民相互の親睦や助け合いを円滑にするため、
町内会・自治会への市民の自主的な加入を促します。

町内会等が管理する町内会館は、地域住民の大切なコミュニティの場として活用
されるよう、その増改築や管理運営に対する補助を実施しながら、機能の維持向
上に努めます。

老朽化が著しい住民施設の主要構造部の改修、設備の更新事業を計画的に推進し
ます。
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現状と課題

成果指標

［成果指標の現状値・将来目標値について］

1

2

現状値：平成28年度１か月あたりの本市公式ホームページにおけるアクセス数

約47千件/月

2 委員会等の女性任命割合 14.7%

基本目標４ 市民参加による協働のまちづくり

　市民と行政が一体となってまちづくりに取り組んでいくためには、市民のまちづくりへの
参加機会をより一層拡大し、情報の共有化を図るとともに、情報発信の即時性を高めていく
必要があります。
　また、さまざまな施策の遂行にあたっては、多様なまちづくりの担い手が、それぞれの役
割と責務を果たし、知恵を出し相互に協力することが重要であり、市内市外を問わずさまざ
まな団体と交流し、連携しながらまちづくりを進めていかなければなりません。
　そのため、男女が共に一人の自立した個人としての尊厳が重んじられ、性別による差別的
扱いを受けず、個人として能力を発揮する機会が確保される、男女共同参画社会の構築も重
要となってきます。
　さらに、日常生活のさまざまな場面で、最優先される基本的なルールとして、人権の考え
方を尊重し、豊かで暮らしやすい社会の実現が求められます。

市民参加の推進基本計画33

現状値：平成28.4.1現在「地方公共団体における男女平等参画社会の形成又は女性に
関する施策の推進状況調査」より。

№ 指標名及び説明 現状値 将来目標値

1 北斗市ホームページアクセス数
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主要施策

1 情報提供の充実と情報発信の強化
①

②

③

2 広聴活動の推進
①

②

3 市民や各種団体との連携
①

②

③

4 男女共同参画社会の形成
①

②

5 人権尊重社会の形成
①

表・図、補足説明など

首都圏のふるさと会である東京北斗会や北斗市観光大使との連携を図ることや、
北斗市子ども観光大使の活動支援など、本市の魅力を全国に伝える市民活動を促
進します。

北斗市男女共同参画プラン推進協議会と連携しながら、男女共同参画社会に対す
る啓発活動を展開し、男性・女性が共に学び合う研究大会や学習会などを充実さ
せ、男女共同参画に対する意識の高揚に努めます。

広報「ほくと」の一層の内容充実を図るとともに、市民リポーターによる「人と
未来」をテーマにした取材記事や、次代を担う子どもたちの声を取り込み、市民
目線・市民感覚による編集に努めます。

ホームページの活用により、即時性の高い情報発信に努め、本市の魅力や行政情
報をより見やすく、わかりやすく提供します。

本市の将来像や市政運営の基本理念をはじめ、まちづくりを担うさまざまな主体
のそれぞれの役割や責務などについての市民理解を深め、市民協働のまちづくり
の担い手となる人材育成に努めます。

最優先される基本のルールとして誰もが人権の考え方を尊重し、豊かで暮らしや
すい社会の実現のため、人権擁護委員と連携し、人権についての相談対応や、人
権に関わる意識啓発の高揚に努めます。

男女の個人としての尊厳を重んじ、男女の差別をなくし、固定的な役割分担意識
にとらわれずにさまざまな活動を行うことができるようにするため、男女共同参
画社会の実現に向け推進します。

市の事業や各種施設の運営状況などについて、広く市民に理解してもらう市政ス
クールを実施し、市政運営の現状や本市の特性などに対する市民の理解と認識を
深めます。

市政に対する建設的で活発な議論が交わされるよう市政懇談会や「市長と語ろう
ほくトーク」など、町内会等や各種団体と市長との気軽な意見交換の機会の充実
に努めます。

市民意識調査やパブリックコメントの適正な実施と活用により、政策形成過程に
おける市民参加の機会拡大や公正の確保、透明性の向上を図ります。

市民や町内会等をはじめ、市民活動団体、学校、企業などの各種団体と連携し、
地域の特性を活かした地域住民による主体的な活動や、地域課題の解決に向けた
取組を促進し、市民が活躍するまちづくりを推進します。

82



現状と課題

成果指標

［成果指標の現状値・将来目標値について］

1

2

時代に対応した持続的で効率的な行財政運営基本計画34

基本目標４ 市民参加による協働のまちづくり

現状値は平成27年度で、公債費（市債の元利償還金）やこれに準ずる債務の標準財政
規模に占める割合を表したもので、経常収支比率と同様、低いほど財政構造に弾力性
があるとされています。

№ 指標名及び説明 現状値 将来目標値

1 経常収支比率 87.3%

2 実質公債費比率 6.7%

■図表1　性質別歳出の推移（普通会計）
■図表2　性質別歳出に充当された一般財源の推移（普通会計）
■図表3　歳入のうち一般財源の推移（普通会計）
■図表4　市債残高の推移（普通会計）
■図表5　経常収支比率・財政健全化判断比率の推移

　大きく変化する社会情勢や多種多様化する行政需要のもと、市は限られた経営資源を最大
限に有効活用し、高度化･複雑化する行政課題に迅速かつ柔軟に対応する必要があります。
そのためには、日頃から組織体制の見直しや働き方改革に留意するとともに、人事評価制度
や各種研修事業などを通じて職員の能力向上と意識改革を図ることにより、創意工夫やチャ
レンジ精神にあふれる職員の育成を進めていかなければなりません。
　合併により財政体質の強化が図られましたが、近年の財政状況は、保健・医療・福祉など
の扶助費や施設の維持管理などに要する物件費の伸びが見られ、これらに充当される一般財
源も増加傾向にあり、今後もこのような傾向は続くものと考えられます。
　また、使途が特定されない一般財源は、新幹線施設の供用開始などによって固定資産税の
増収や消費税率の引き上げによる地方消費税交付金の増収が想定されるものの、一方で、地
方交付税の合併特例措置が段階的に縮小されるなど、一般財源全体としては大幅な伸びは見
込めないものと考えられます。
　こうした中、福祉サービス水準の維持に努め、人口減少を克服する地方創生や公共施設の
長寿命化対策など、新たな行政課題に対し的確に対応できるよう、弾力性をさらに高め、こ
れを持続させる財政運営を行っていく必要があります。
　さらに、行財政運営の情報が多くの分野における協働関係を構築、拡大していく上での基
本情報であることから、市民・行政の共通理解を深めていくことも重要です。

現状値は平成27年度であり、経常一般財源（市税、普通地方交付税、地方譲与税・交
付金などの総額）のうち、歳出の経常的経費に充当された一般財源の割合を表すもの
で、低いほど財政構造に弾力性があるとされています。
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主要施策

1 組織体制の強化と人材育成
①

②

③

2 財政状況等の公表
①

②

3 健全な財政運営
①

②

③

④

表・図、補足説明など

総合計画・実施計画と財政の中期見通しを毎年度策定、公表し、予算編成に活用
します。

口座振替・コンビニ収納などによる納付の利便性の向上や、適切な滞納処分、渡
島・檜山地方税滞納整理機構との連携などにより、市税の収納率の向上に努めま
す。

使用料、手数料など受益者負担の水準について検討を行うとともに、新たな公共
用地の取得に備え、必要性の低い普通財産の売却を進め、財源の確保を図りま
す。

平成２８年度に策定した職員定員管理計画に基づき、業務体制の見直しや再任用
職員の配置などを考慮し、職員の効率的な配置と適正な職員数の維持に努めると
ともに、限られた財源と人材で多様化する市民ニーズに迅速かつ的確に対応でき
る組織体制への強化を進めます。

人事評価制度の実施により職員一人ひとりが組織目標を明確に意識し、自ら設定
した目標に主体的に取り組むことで、本人の能力開発や士気高揚に寄与させると
ともに、コミュニケーションの円滑化と組織の活性化を図ります。

派遣研修における公募制の継続実施や先進地等への自主研修の促進、職員による
内部研修の実施などにより、職員の能力と資質の向上に努めます。

「統一的な基準による地方公会計制度」（新地方公会計制度）により、市の財政
収支や資産状況を分析、評価、公表を行い、市役所のマネジメント能力を高める
とともに、財政への市民の理解を深めていく中で、まちづくりへの市民協働を促
進します。

同類型自治体との比較手法などを用い、市民にわかりやすい情報提供に努めま
す。

政策的経費の予算配分を確保するため、経常的経費の節減に取り組み、限りある
財源の有効活用を図るとともに、地方債の借入れや特定目的基金の積み立て・処
分を計画的に行っていきます。

84



現状と課題

成果指標

［成果指標の現状値・将来目標値について］

1・2

基本目標４ 市民参加による協働のまちづくり

■地域ブランド調査2016魅力度ランキング

　本市は、北海道新幹線の開業により北海道の玄関口となり、首都圏や東北地方からのアク
セスをはじめとした交通利便性が向上し、全国から多くの方が本市を訪れ、本市を拠点とし
た新たな人の流れが生まれております。
　また、歴史や自然、恵まれた気象条件、さらには豊かな自然が育む農水産物など、本市に
暮らす人にも、本市を訪れる人にも、喜びと感動を与える様々な地域資源が数多くありま
す。
　さらに、充実した子育て支援をはじめとした高い福祉サービス水準、地域特性を活かした
特色ある学校教育、機能が充実した文化・スポーツ施設、そして、文化やスポーツ活動にお
いて全国レベルで活躍する子どもたちなど、本市には、多様な魅力とかけがえのない固有財
産が数多くあります。
　市民と行政が協働し、英知を結集しながら、こうした本市の魅力や財産、優位性を内外に
発信し、最大限に活用し、地域の振興と発展につながる様々な施策を展開していくことは、
これからのまちづくりを進めるにあたり大変重要であります。

ほくと・魅力の向上基本計画35

№ 指標名及び説明 現状値 将来目標値

1
市民の定住意向
（１８歳以上）

86.0%

2
市民の定住意向
（中学生）

37.5%

現状値は、市民意識調査結果に基づく満足度。
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主要施策

1 ほくとらしさの情報発信
①

②

2 市民協働の推進と市民満足度の向上
①

②

3 交流人口の拡大と移住・定住の促進
①

②

4 企業誘致の推進
①

5 さらなる魅力の創造と活用
①

表・図、補足説明など

本市固有の財産である歴史や自然、文化やスポーツ、そして市民や子どもたち
が、たくさんの人を呼び込み、呼び戻し、本市への新しい人の流れをつくりま
す。

交通アクセスに恵まれた本市の立地環境を活かし、豊富な地域資源と労働力を活
用できる企業誘致を推進します。

本市のあらゆるポテンシャルを発掘し、さらなる魅力を引き出し、様々な施策の
展開に活用して新たな北斗市を創生します。

あらゆる情報媒体を活用して、本市の魅力や優位性を全国に発信し、本市の知名
度を上げるとともに、一人でも多く、ほくとを訪れたい、ほくとで暮らしたいと
扇動します。

公立はこだて未来大学との協働で生まれた北斗市公式キャラクター「ずーしー
ほっきー」を活用し、観光名所や特産品などの「北斗市のいいところ」を全国に
発信します。

市民生活の様々な生活シーンにおける満足度を高め、すべての市民が本市を愛
し、誇りに思えるまちづくりを進めます。

市民や行政をはじめ、多様なまちづくりの担い手が、それぞれの役割と責務を果
たし、知恵を出し相互に協力し合いながら、魅力ある新たなまちづくりに向けた
施策を展開します。

子育て支援や教育環境の充実などの本市の優位性を活かし、子育て世代をター
ゲットとした移住・定住を促進します。
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